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total 97．93 97．67 0．19 98．54 99．87
???????????36．7
　287
　323
21．2
　118
3．41
†3．25
　169
67．7
66．2
32．2
21．1
39．7
300
324
16．9
120
3．7
†2．9
163
69．4
72．6
33．7
21．2
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???????????????????????????????????????
ppmRb
Sr
Ba
Y
Zr
Nb
Th
V
Zn
Cr
Ni
Co
6．9
10．4
　　33
†3．34
†0．48
　635
　109
　　58
25．4
60．1
　8，5
278
†－22
　8．8
　　39
†1．0
†2．6
639
　　85
　　27
18．2
49．7
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ロ
? ?
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???????
　257
　　29
　　50
45．1
　100
15．5
26．7
　　　7
　　31
22．4
†1，67
†0．83
259
　24
　96
53．1
　98
15．1
31．5
　　8
　35
†1．3
†3．2
†3。2
?????????。??．?．?????
．?。
?? ??The　reproducibility　was　evaluated　by　repeated　measurements　during　half－a－year　period．
Drift　correction　was　applied　during　the　precision　studies．
R，V．：recommended　value．　S．D．：standard　deviation．
†：less　than　lower　limit　of　detection．
Selected　standard　samples　were　measured　10　times　consecutive｝y　in　a　single　day．
R，V．：recommended　value．　S．D．：standard　deviation．†：less　than　lower　limit　of　detection．
???????????????????????????ー??????????
推奨値の差はおおむね確度の値より小さい。ただしBa、
Zn、　Coでやや大きい（確度の2～2．5倍程度）。標準偏
差についてはいずれの元素でも確度より小さい。以上か
ら判断して、ほとんどの元素では未知試料測定時にも検
量線作成時とほぼ同等の確度、精度の分析値が得られる
と思われる。Ba、　Zn、　Coでは、検量線確度の2倍程度
の誤差があると見込まれる。
4，長期間の分析における結果の安定性
　機器のX線強度や検出感度は経時変化することが知
られている。これはX線管球や検出器の劣化が主な原
因と考えられる（中井、2005など）。これを補正するこ
とをドリフト補正という。一般的に検量線の作成に使用
した標準試料から、元素ごとに高濃度試料あるいは高濃
度と低濃度の試料を選択し補正用試料とする。装置の立
ち上げ時や一定期間測定をおこなった時に補正用試料を
測定し、検量線作成時の蛍光X線強度と比較して補正
する。本研究では広い組成範囲で十分な補正ができるよ
うにJB－1b、　JGb－1、　JR－1、　JR－3、　IK507を補正用試
料とした。
　検量線を更新するまで（通常数ヶ月～1年程度）の長
期間にわたり、機器の立ち上げとドリフト補正を繰り返
した場合の測定値の安定性を調べた結果を表5に示
す。試料はJA－3を使用し、期間は検量線作成後の6ヶ
月間である。連続繰り返し測定と同様に平均値と確度の
差は大部分の元素で確度の値より小さく、やや大きい
Al203、　FeO＊でも1．2倍程度である。標準偏差はいずれ
も確度の値より小さい。以上より、作成した検量線を長
期にわたって使用した場合も、ドリフト補正を行うこと
により安定した分析結果が得られると考えられる。
　以上を総合すると本研究で作製した分析ルーチンで
は、主成分については火成岩岩石学の議論に十分な正確
さと精度をもった分析が可能と考えられる。微量成分に
ついてもおおむね良好であるが、Ba、　Y、　Nb、　Th、　Zn、
Cr、　Coについては、これらの元素をあまり含まない岩
石を分析する場合、検出下限や確度が要求される水準に
あるかどうか確認しておく必要がある。考古遺物原岩の
微量成分による特徴づけには、Rb、　Sr、　Ba、　Y、　Zrが
利用されることが多い（藁科・東村、1988；望月、
1997；杉原・小林、2004など）。黒曜石やガラス質安山
岩は一般にこれらの元素に富む岩石であり、本研究での
確度・精度よりも大きな差異が議論の対象になっている
ので、実用上は問題が生じないと思われる。
? ?
め
　文化財研究施設に設置されている波長分散型蛍光X
線分析装置を用いて、火成岩岩石試料の定量分析を行う
分析ルーチンを作成した。岩石：融剤＝・1：5のガラス
ビード分析試料を用いて、主成分10元素、微量成分12
元素について検量線を作成した。誤差や安定性の検討に
より、実用上さまざまな組成の火成岩に適用可能なこと
がわかった。ただし一部の微量成分は検出下限や測定再
現性に問題が残ることから、更なる改良をおこなう必要
がある。
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　　Analytical　procedures　for　major　elements（Si，　Ti，　Al，　Fe，　Mn，　Mg，　Ca，　Na，　K，　P）and　selected　trace　ele－
ments（Rb，　Sr，　Ba，　Y，　Zr，　Nb，　Th，　V，　Zn，　Cr，　Ni，　Co）in　igneous　rocks，　using　an　X－ray　fluorescence　analyzer
（RIGAKU　RIX1000）at　the　Cultural　Properties　Laboratory，　are　summarized．　Samples　are　fused　with
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logical　effect，　grain　size　effect　and　segregation．　The　calibration　lines　were　determined　from　26　geochemical
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